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国
の
名
勝
「
九
年
庵
」
の
一
般
公

開
が
、　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

１５

２３

９
日
間
行
わ
れ
、
７
万
４,
０
４
６

人
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

公
開
初
日
に
は
午
前
８
時
半
の
開

門
を
待
っ
て
長
い
列
が
で
き
、
６
時

半
か
ら
並
ん
だ
と
い
う
熊
本
県
の
男

性
は
「
紅
葉
が
楽
し
み
で
何
度
も
来

て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
に
、
郷
土
の
偉
人
・

吉
田
絃
二
郎
の
作
品
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
吉

田
絃
二
郎
童
話
・
名
作
集
３
が
市
内

の
全
小
中
学
校
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
園
内
で
は
紅
葉
を
バ
ッ

ク
に
写
真
を
撮
る
家
族
連
れ
や
団
体

客
の
姿
が
多
く
「
庭
園
が
す
ば
ら
し

い
」「
か
や
ぶ
き
の
建
物
と
の
調
和
が

い
い
」
な
ど
感
動
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
仁
比
山
神
社
や

近
く
の
伊
東
玄
朴
旧
宅
を
訪
れ
る
人

も
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

童
話
・
名
作
集
は
吉
田
絃
二
郎
顕

彰
会
で
編
集
し
、
市
が
発
行
し
た
も

の
で
、
平
成　

年
、　

年
に
続
き
３

１３

１７

巻
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
「
痩
せ

犬
と
お
獅
子
」
な
ど
の
童
話
５
編
と

随
筆
、
戯
曲
、
解
説
そ
れ
ぞ
れ
１
編

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

贈
呈
式
は　

月　

日
に
神
埼
市
中

１１

２７

央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
松
本
市
長
か

ら
神
埼
町
内
３
小
学
校
の
児
童
代
表

に
本
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

本
は
１,
５
０
０
冊
を
作
成
、
こ

の
う
ち
８
１
５
冊
が
全
小
中
学
校
に

贈
ら
れ
た
ほ
か
、
市
の
図
書
館
に
配

備
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
志
狂
言
保
存
会
」
と
「
広
滝

下
子
供
ク
ラ
ブ
」
が
、　

月　

日
に

１１

２２

開
か
れ
た
『
青
少
年
健
全
育
成
佐
賀

県
大
会
』『
少
年
非
行
防
止
県
民
大

会
』
で
、
佐
賀
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
志
狂
言
保
存
会
」
は
、
２
５

０
年
以
上
も
前
か
ら
伝
わ
る
県
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
を
次
代
に
伝
え

る
た
め
に
、
長
年
に
わ
た
り
小
学
生

に
熱
心
に
指
導
し
、
神
社
の
奉
納
を

は
じ
め
色
々
な
機
会
に
発
表
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休
み
の
公
民

館
宿
泊
合
宿
で
魚
釣
り
や
川
遊
び
、

カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
の
自
然
体
験
を
し

た
り
、
祇
園
祭
・
月
見
会
・
カ
ル
タ

会
・
豆
ま
き
会
な
ど
多
彩
な
季
節
の

行
事
に
参
加
し
て
、
元
気
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

地
区
で
は
こ
れ
ら
の
活
動
に
積
極

的
に
支
援
協
力
し
、
素
直
で
礼
儀
正

し
く
心
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

感
・
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
、
青
少
年

の
健
全
育
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
広
滝
下
子
供
ク
ラ
ブ
」
は
、
昭

和　

年
代
の
設
立
以
来
、
長
年
に
わ

３０
た
り
中
学
３
年
生
を
中
心
に
、
毎
月

定
例
会
を
開
い
て
生
活
目
標
を
決
め
、

積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
、
狂
言
を
通
じ
て

伝
統
芸
能
継
承
の
大
切
さ
と
郷
土
愛

の
心
を
育
て
る
と
と
も
に
、
充
実

Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
に
こ
の
ほ
ど
「
吉

野
ヶ
里
遊
・
学
・
館
Ｊ
Ｒ
神
埼
駅
店
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

駅
前
に
あ
っ
た
商
店
が
な
く
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
通
勤
や
通
学
客
な

ど
利
用
者
の
不
便
を
解
消
す
る
た
め

に
駅
の
観
光
案
内
所
内
に
開
店
し
た

も
の
で
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
パ

ン
や
ガ
ム
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
飲
み

物
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
改
札
口
の
北
側
ス
ペ
ー
ス

で
、
営
業
時
間
は
月
、
火
、
木
、
金

曜
日
の
午
前
７
時
か
ら
９
時
ま
で
と
、

午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
（
土
曜
日

は
午
後
３
時
か
ら
６
時
ま
で
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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千
代
田
中
学
校
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
福
祉
教
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

千
代
田
中
学
校
で
は
、
平
成
４
、

５
年
に
文
部
省
の
奉
仕
等
体
験
学
習

指
定
校
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
長

年
に
わ
た
り
、
生
徒
会
を
中
心
に
共

同
募
金
や
地
域
の
環
境
美
化
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

登
下
校
中
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
活
動
に
あ
た
る
地
域
団
体
を
支
援

す
る
「
地
域
見
守
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

県
の
委
託
を
受
け
、
元
警
察
官
や

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
地
域
団
体
へ
の
助
言
や

連
携
強
化
を
促
し
、
活
動
の
活
性
化

を
目
指
し
ま
す
。

神
埼
市
内
で
も
佐
賀
・
神
埼
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
り
ま

す
。
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こ
の
ほ
ど
市
長
を
訪
ね
受
賞
を
報

告
し
た
手
塚
秀
司
校
長
と
生
徒
会
の

中
原
毅
大
会
長
は
「
こ
の
伝
統
を
今

後
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

安
全
安
心
隊
は
署
員　

人
で
組
織
、

７０

特
別
警
戒
に
あ
た
る
も
の
で
、
出
発

式
で
は
吉
岡
初
彦
署
長
が
「
年
末
年

始
は
強
盗
や
交
通
事
故
が
増
え
る
傾

向
に
あ
る
。
防
止
に
全
力
を
尽
く
し

て
」
と
訓
示
。
神
埼
地
区
防
犯
協
会

長
の
松
本
市
長
が
「
地
域
の
安
全
安

心
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隊
員
は
さ
っ
そ
く
６
台

の
車
と
８
台
の
バ
イ
ク
で
パ
ト
ロ
ー

ル
に
出
発
し
ま
し
た
。
安
全
安
心
隊

は
１
月　

日
ま
で
管
内
を
巡
回
し
、

１０

犯
罪
や
事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

月
３
日
、
７
日
、
８
日
に
第　

１１

２２

回
佐
賀
県
中
学
校
新
人
大
会 
兼 
第

　

回
九
州
中
学
生
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー

２０ル
大
会
佐
賀
県
予
選
会
が
行
わ
れ
、

千
代
田
中
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

優
勝
し
ま
し
た
。

試
合
は
、
１
、
２
回
戦
、
準
々
決

勝
を
危
な
げ
な
く
勝
ち
上
が
り
、
準

決
勝
で
は
、
最
終
回
に
３
点
を
挙
げ

同
点
と
し
、
延
長
特
別
ル
ー
ル
で
得

点
し
、
勝
利
し
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、

１
点
を
先
制
さ
れ
ま
し
た
が
逆
転
で

相
手
を
下
し
、
４
年
ぶ
り
に
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

九
州
選
抜
大
会
出
場
は
、
３
年
ぶ

り
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
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子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、

神
埼
警
察
署
管
内
の
９
小
学
校
に
、

神
埼
地
区
防
犯
協
会
か
ら
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
用
自
転
車
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
は　

月　

日
に
、
千
代
田

１１

１８

次
郎
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
自
転
車
は
黄
色
の
車
体

で
、
脊
振
小
に
は
３
段
ギ
ア
付
き
を

１
台
、
そ
の
ほ
か
の
８
小
学
校
に
は

２
台
ず
つ
で
す
。

自
転
車
は
児
童
の
登
下
校
時
な
ど

に
、
教
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
パ
ト
ロ
ー
ル
用
と
し
て
使
っ
て
も

ら
い
、
よ
り
き
め
細
か
な
防
犯
活
動

を
行
う
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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年
末
年
始
の
犯
罪
や
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
神
埼
安
全
安
心
隊
の
出
発
式

が　

月
１
日
に
、
神
埼
警
察
署
で
行

１２
わ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
、
神
埼
中
央
公
園
体
育

１１

１５

館
で
市
民
卓
球
大
会
（
神
埼
市
体
育

協
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、　

地
区
か

１５

ら　

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０力
強
い
ス
マ
ッ
シ
ュ
や
白
熱
し
た

ラ
リ
ー
が
随
所
で
見
ら
れ
、
ど
の

チ
ー
ム
も
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま

し
た
。

上
位
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

月　

日
、
次
郎
体
育
館
に
て
第

１１

２２

３
回
神
埼
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で　

人
が
参

７０

加
し
、
パ
ー
ト
ご
と
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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馬
場
・
原
口
ペ
ア
（
千
代
田
町
）

�
�
�
�
�
�
�
	

　

永
渕
・
泉
ペ
ア
（
神
埼
清
明
高
校
）

�
�
�
�
�
�
�
	

　

内
川
・
中
村
ペ
ア
（
千
代
田
町
）

�
�
�
�
�
�
�
	

　

島
村
・
永
渕（
紗
）ペ
ア
（
脊
振
町
）

　

月
８
日
、
千
代
田
町
保
健
セ
ン

１１
タ
ー
で
お
ゆ
ず
り
会
（
千
代
田
町
母

子
保
健
推
進
協
議
会
主
催
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
、
神
埼
・
脊

振
地
区
で
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

お
ゆ
ず
り
会
に
は
、
多
く
の
育
児
用

品
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
来
年
度
も

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

�������	
����

平
成　

年
度
神
埼
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

２１

ゴ
ル
フ
大
会
（
神
埼
市
体
育
協
会
主

催
）
が　

月　

日
、
日
の
隈
公
園
グ

１１

２９

ラ
ウ
ン
ド
で
、
市
内　

地
区
か
ら
約

４９

３
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。今

大
会
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

の
ポ
ス
ト
を
設
け
、
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
、

元
気
に
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

上
位
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

��
��
��
��
��
��
��
		



��

�������	
���

�������	
������ �������	
���

��������

���
�����

���
�����

�

���
������

���
������

�

���
�����

�����
������

�

���
�����

���
�����

�

��������

����
�����

���
�����

�

���
�����

���
�����

�

���
�����

���
�����

�

�������	
���

�������	
����������	
����


